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研究成果の概要（和文）：本研究では、東部モンゴルにおける突厥･およびウイグル期の遺跡を日本･モンゴル共
同発掘調査として、2018年9月にはスフバートル県テブシンシレー郡の石壇遺跡であるイフ･ボラギーン・オンド
ゥル・ドブジョー遺跡を試掘し、15～16世紀の北元期の仏教寺院であることを明らかにした。またその後、新型
コロナ感染拡大による調査の中断を経て、2022年9月にヘンテイ県のヘルレン河流域に位置する突厥第二可汗国
期の石囲い遺跡を発掘した。そこからはモンゴル発のゲルとその中に胡座を掻いて座った夫婦像やゲルを乗せた
車を引くラクダ像や馬を引く人物の描かれた画像石を発見し、年代を出土獣骨の放射性炭素年代からも裏付け
た。

研究成果の概要（英文）：In this Japanese adn Mongolian joint Historical and Archaeological 
expedition, in the 2018, we excavated a settelment stone enclosieur made of stone named Ikh Bulagijn
 Undur Dovzhoo in the county of Tevshinshiree, Suchbaatar province, and clarify this was constructed
 as the Buddhist temple under the North YUan dynasty during the periods from the last years 15th to 
the early 16th centiries. Then through the impossible works of two years under the influence the 
covid-19, On the september of the 2022, we could excavated a new found Old Turkic sarcopahus site 
named Choichinnuur along the herlen river of the Hentei province and revealed a stone board with a 
carved picture of the couples inside the old Turkic yurt and images of the camel pulling the cart 
with tent and outside the tent, a person pulling a horse.According to the carbon-14 analysis, this 
can be dated as the second old Turkic Kaghanate period.        

研究分野： 中央ユーラシア史

キーワード： 東部モンゴル　スフバートル県　石壇遺跡　イフ･オンドゥル・ボラック　仏教寺院　ヘンテイ県　チョ
イチンノール遺跡　線刻画のテントと人物像
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、日本･モンゴル共同発掘調査によって、東部モンゴルにおいて、漢文文献やモンゴル文献各種から
はその存在が不明であった15～16世紀の仏教寺院の存在を明らかにした点で、今後の中世仏教の起こりやその展
開を将来的に解明するうえで大きな意義を有する。またヘンテイ県ツァガーンオボー郡でのチョイチンノール遺
跡の発掘からは、突厥遊牧民のテントの形状や日常生活を反映する絵画資料や盗掘穴から掘りだされた石板上に
掘られた突厥文字銘文からは、被葬者の身分や生活状況を明らかになるとともに、今後、突厥･ウイグル時代の
中央ユーラシア各地のテントや居住者像との比較研究という面で大きな意義を有すると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
本研究は、大澤が代表をつとめた「モンゴル東部新発見の突厥碑文調査と遺跡保護に関する考

古学・歴史学的研究」（代表:大澤孝、2014～2018 年度、基盤研究 A）において、2013 年 5 月
に大澤とモンゴル科学アカデミー考古学研究所との共同調査で発見されたスフバートル県テブ

シンシレー郡に位置するドンゴインシレー碑文遺跡を 2015 年に発掘調査した際に、マウンド

内から」同時代の中国唐からの瓦片が使用されていたことなどを踏まえ、本墳墓やその周辺地

帯に漢族などの定住民による社会的文化的影響が及んでいた可能性を踏まえて、東部モンゴル

のスフバートル県やヘンテイ県やドルノド県などで、突厥･ウイグル時代に関わる定住民との関

係が推測される遺跡調査をおこなうことで、モンゴル東部における遊牧民と定住民の共存関係

を明らかにするべく構想された。 
 
２．研究の目的 
これまで突厥･ウイグル時代の碑文や遺跡は、その中心がモンゴル西部から中央部のアルハンガ

イ県やオブルハンガイ県にまたがるハンガイ山脈の東側を南から北へ流れるオルホン河流域の

草原地帯に建てられたものが多いため、突厥･ウイグルの遺跡は調査も従来まではこうした西側

寄りの地点で行われてきた。事実、同時代の隋･唐などの漢文史料からも彼らの活動拠点が西方

モンゴルから中央地方にあることを示唆している。それに反して、当時の東部モンゴル方面に

おける活動状況は極めて断片的で有り、彼らに関する碑文･遺跡についてもあまり調査されてこ

なかった状況にあった。本研究ではこうした調査状況をふまえて、2013 年に新たに発見された

スフバートル県のドンゴインシレーが東部モンゴルでの突厥第二可汗国（西暦 688～744 年）

では、可汗の親族で有り、テリス・シャドと呼ばれる東方の支配者に関わる碑文･遺跡であるこ

とが明らかにされたこと、そしてその遺跡の調査からその遺跡の建設に瓦片や煉瓦片が見られ

たことから、必ずその支配者のもとで漢族の職人が加わったことが想定された。この構想にた

って、本遺跡をはじめとする突厥･ウイグル時代の遺跡が想定され、そこに彼らの遺跡建設に関

係した漢族たちの定住民的要素が存在するはずとの見通しから、周辺調査を進めた結果、その

周辺には敷石を何段にも渡って積み上げた石壇遺跡の他、突厥期の石人やバルバルを伴わない

ウイグル時代の石囲い遺跡を発見した。本研究では、これら周辺地域における突厥･ウイグル期

を中心とした遺跡の発掘を通して東部モンゴルにおける定住民の活動の痕跡を具体的に明らか

にするべく、遺跡の試掘調査は進められた。 
また、この定住遺跡周辺地帯にも表面調査を行い、近郊の岩山などから、10～12 世紀頃の契丹 
時代の墨書銘文やモンゴル時代のチベット語銘文、縦型モンゴル語銘文や満州時代の銘文など

も見られることなどから、これら銘文内容からも、前時代の定住民的要素が関係していないか、

さぐるべく、拓本や写真資料による記録を取った。 
また、2022 年 9 月にヘンテイ県ツァガンオボー郡のヘルレン河沿いのチョイチンノールとい

う突厥時代の王族に関わるタムガ印が刻まれた方形の石槨遺跡の発掘作業を実施した。この遺

跡は定住民的要素はないものの、その東面の石板表面には、特徴的な陰刻画像が刻まれている

点で、当時の生活状況を明確化出来ると考え、調査を行った。また盗掘された穴からは板石断

片が出土したので、その用途を他の遺跡との比較から明らかにしようと考えた。また、この遺

跡から北東に 6km ほど進むと、その草原には、方形の土手に囲まれた石人石囲い遺跡がある。

その石人は頭部は欠損しているが、左手は通常の石人がもつ剣を握る姿ではなく、左膝に手を

置いた当時の貴族などをモデルとしたものであることが窺えた。また本遺跡は 2021 年にモン

ゴル考古研が調査し、その石囲い部分からは、屋根瓦の断片が散在していることが明らかにな

っていた。本研究ではこうした屋根瓦片から当時の獣文などを採集して、当該地方における瓦

職人の存在形態を明らかにするように努めた。また、チョイチンノール遺跡の発掘調査と平行

する形で周辺の遡源地帯にも出向き、新たな突厥時代の石囲いが 14 個連結した遺跡を発見し

たので、ドローンによる計測や各石囲いの計測調査を実施した。 
 
３．研究の方法 
2019 年の遺跡の研究方法として、ドローンによる空撮を行い、付近の地形や関連遺跡の分布状

況を明らかにした。その上で、ドンゴインシレー碑文･遺跡と距離的に 7km ほど西北には 5 
点ほどの石壇らしき遺跡が見つかった。まずはその中でも、規模が大きいイフ・ボラギイン・

オンドゥル・ドブジョーと呼ばれる石壇遺跡が発見されたので、その遺跡を発掘する事で、当

時の定住民の生活状況が明らかに出来るのではないかとの構想から、試掘を行った。 
その遺跡自体は、基壇が大量の石を積んで,基盤が整えられており、発掘の際にはまずこの基壇

石を取り除くことに集中した。 
上段に建てられていた建物は、西北側の面にかけて、瓦片が大量に集積していたことから、こ



の瓦屋根は西北側に崩壊したことが推測された。調査では、その瓦片の文様や一区画に集積し

た瓦片の重さから、完形の瓦がどれくらい使用されたのか、という計算を通して、この石壇遺

跡の建設に際してどれくらいの瓦が使用されたのかを明確化する事ができた。また北側中央付

近からは、壁画に使用された彩色画片や漆喰片が出土し、おそらくはその中心に仏像が安置さ

れていた 
ことが推測された。またこの瓦片に描かれた獣文は、本遺跡がデルゲルハン山の西側に位置す

るのに対して、その山の東側にも同様の石壇があり、そこから出土した瓦の獣文と一致する点

から見て,両者が同時代に建設されたことも推測できた。そこから出た木片などを放射性炭素年

代分析によって 15～16 世紀初めの寺院であることがわかり、上記の推測を裏付けるものとな

った。また、周辺の岩山に墨書された契丹文字銘文やチベット語、モンゴル語、満州語の銘文

については、落剥部分が多いため、その内容を知ることは難しく、今後の研究に委ねざるを得

ないものの、おそらくはこれら碑文は、南方の中国東北地方からモンゴル東部に至るテルゲン

（車の）道と呼ばれる交通路を経てきた人々がこの地を経由する途上で、書き留めた碑文であ

ることが予想される。 
また、2022 年の突厥時代のチョイチンノール遺跡の発掘調査では、本来、南北東西の 4 面に

置かれた石板のうち、南と西の板石はなくなっていた．北の板石だけが元位置に建てられた状

態で、本来は石人が置かれた東方に向いていたであろう板石は南側に外側を仰向けにして倒さ

れていた。その表面には、これまでモンゴル高原では見られない突厥時代のテントや人物像、

テントを乗せた馬車を引くラクダ、そして本遺跡の主人公の出自を示す突厥王族のタムガなど

が陰刻されていた。これらは今後、同時代の突厥時代の石囲いや石人資料との比較材料になる

との観点から、拓本や写真を採取した。また、石囲いの周囲の 4 メートル周りには、2ｍ幅で

深さ 75cm ほどの周溝がとりまいており、西面、南面、東面の溝からは、馬や羊などの犠牲獣

の頭骨片が出土したことから、これらは本遺跡の建設年代を推し量るための分析資料として採

集した。また石囲いの東面中央に出来た深さ 1m、直径 70cm ほどの盗掘穴からは、板石断片

が見つかった。表面を拓本で採取し、文字がないか、慎重に調査を進めた。 
 
４．研究成果 
本研究調査の中で、まずイフ･オンドル・ブラギイン・ドブジョーと呼ばれる石壇遺跡は、本来、

川中島の丘に 15～16 世紀頃にたてられた仏教寺院であることが明らかになった．そのことは

これまで漢文文献やモンゴル時代の文献からは全く不明であったこの東モンゴルでも仏教活動

が及んでいたことを明らかにする重要な遺跡と位置づけられる。またこれと同様の仏教寺院が

付近の川中島の丘に 4 点ほど存在したことも踏まえ、本地域が東部モンゴルでも重要な仏教を

弘布する拠点であった可能性があることを指摘できる。また本寺院の建設を通して、当地の政

治勢力が住民を支配していったプロセスが想定され、今後、東部モンゴルでの仏教信仰の実態

を明らかにする上でも、またモンゴル中世期の仏教の特色を考える上でも重要な知見を供与す

るものと考えられる。 
一方、2022 年 9 月にヘンテイ県で発掘したチョイチンノール遺跡は方形の石囲いの周りを 
8m は場の方形の周溝が取り巻く遺跡構造であったことが明らかになった。この形態自体は西

方や中央のモンゴル高原でも見られる型ではあるが、ここには石人や東方に連なるバルバル石

（未加工列石）は見られなかった。その代わりに、おそらくは被葬者の生前の像を彷彿とさせ

る陰刻人物像が、テントの中に夫人とともに刻まれていることは特徴的である。また彼らの生

前の生活を想起させるラクダによるテントを積んだ荷車の陰刻や馬の手綱をもつ人物像もみら

れ、その傍らには突厥の王族の傍系一族に属するタムガが刻まれているなど、当時の牧民世界

を表現したものとして評価できる。特にモンゴル高原ではこのような突厥時代のゲルを描いた

資料はなく、今回の調査で初めて明確化された。 
また盗掘された穴から取り出された石材には突厥文字が刻まれ、そこには被葬者が主君やテン

グリ神に使えたことが刻まれているという点で、貴重な文字史料を提供するものとなっている。

またここから北東６ｋｍ離れたスバルガン･デプト遺跡の突厥時代の石人や遺跡のタイプから

みて、この遺跡は先のチョイチンノール遺跡の被葬者と共に、東部モンゴル高原における突厥

アシナ氏族の支配者にかかわるであろうことは間違いない。そしてこれらの遺跡はここから南

方へ 100km 下った地点に位置する東部モンゴルを支配したテリス・シャドの拠点からも遠く

はなく、その権力の基で、ヘンテイ県のヘルレン河中流域というモンゴル高原の東北部方面の

支配を任された在地勢力者にかかわる遺跡であることが推定された。今後はこうした推定をさ

らに確固とするための現地調査が必要である。 
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